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び及 限
す及課 の
と」務

度。び

る
り場
お役

と町
の内

次岩

道

字禁海

、え
は備
」に

す後

社止
る志
。支

示部 に済 図経 の庁 次

一 す林

一

禁海 第

び に及 分課 部務

の羊す後 項字止道 ２町

。支 規蹄る志
庁 定

部 り１ 海済 よの 北経 に
、

道
図課 のの 事務 次次 知林

以る省置

び うに 堀及 よ

も、縦

のして

上。略い
す

す図供

とのに

のそ覧
係
関）

び。

。及る

る面

字内備木

大松防立

類
書

は 日、

町当 、 司

該 ５

木 の、立
の １

所

省置

市 に

る 図

す の在 次

のに
そ覧

、縦
して
略い

関）
び。
及る

面す
図供

）村 。狩 る真 限 類
書
係

部

セ 保す

ニ に示

に
場
役

也役 をに

町 林分
達コ 安

示

志
後
道

海
北
を

指限場 市
る に

係 分

に 部

村 す

町

志
後
道

海
北
を

限



ア

定木主主村 定
立町

指指
の伐はと林 施の伐伐森

択て備 採 業、し整

北 海

２

林保場

イ
立次務安所

間木の部林

おの山定

伐のと次治予

及林

係採り図課森

に伐
るのと」

道 公 報

１

ア

村 定

安所立町

保場指指
の 予伐伐森

定木 林主主
係し整 の伐 定にと林 施

林るて備 採 業 森

第

北

農 海

林平 号 道

水成 ） に

告第 備

産 示 え

年 大 第

のい臣６ 条 次置

の 図てか月

ら１ 規 号

は覧、日 定 」縦

号

３
保指指

平安
成

林定定
十

施 三の の

年業 所

六

に採画 方 要伐伐計 目の

め

るす定

的件法よをで

砂と標

１部土こる

。る

にのが準

・分
限流で伐

る出き期 ・
。のる齢

の

１備木上

の）防立以

度るび深所

森限す及び

は並。川在

林

瀬先

次にの役

、び次市

国 と栽おに棚

の植と所

方」え瀬
有 おのり備郡

い町
。 と法は置棚

林 り

の る期省て字
次 す・、

伐計 目の

図 。間略縦東

をで

所採採画 方 要 の伐
るめ

はす定

在的件法種

源めと標

深水定こる

、

かいで伐

市のなが準

川
町養る齢

江ん。き期

音

、に次に

音木上

字立以

う通 略すよる 省供のよ

そ）保が 、。に知 しる

。 面をた 図林っ の安あ

目 在

道る

海す

北定

を指

月

場要

一
日

田衆木

虻公立

所的件

金

喜保伐

郡のの

曜

別を

茂健採

日

、も

・はの

字止

町禁

当の
該と

筆

の。 ５

木る 上

立す 以
次

市 て

る い

す つ

在 に

所

に里
に 及し覧大

村 の

町

示 び、

す 樹そ供
。１分 図るの部 種のす

・る び先限 及）地に 面

。 関

） 係
類先、 書地
の を

、も

江はの

北以

当の
木る

立す １該と の
示す に在 図所 のの。 次

定

後予

村 分町 部市 する

旨海

経る北

庁あ

支で

志
務林事

林森知

部、道

済
及堀

課法

喜和

び昭

岡。

羅る

比す
茂

に 図

分
部
す
示
に
図
の
次

５

す市
る 示

係 に

林保場

イ
立次務安所

木 間の部林

おの山定

の 伐と次治予

道２・ 海上５

に

水筆

４

産地の

ア

村 定

安所立町

保場指指
の 予伐伐森

定木 林主主

る係 限に に

定はと林 施

役

イ

）市 。る

町立次場

木 主主村間のに
のえ

の 伐伐森伐と次備

はと林にお

場第

役律也

町法

別年達

３

務安所立

林保場指指
ア

定木 部林定

限
に

の山定施の 次治予

イ
）
。
る

にお
の 伐と

木 間の
立次

」及林 採 係り図課森 伐

所 限
森す及びの の
ると

は度。内在

林るび岩
と場古有

次の役

、次町

おり備。
平 とおに林

の
とは置の
古 り」え次

郡

し整 の伐

町 す、い図
平

目の

林択て備 採 業 森、

所に採画 方 要 の伐伐計

るす定

在的件法よをで
と標

岩３土こる

。るめ
で伐

郡地のが準

内筆砂

る齢

内国壊き期

岩先崩

し整係りと置 伐

町有の

の

択て備るとおい 採 、

」縦 限

伐伐計森すりて

は度。は覧

に採画林る

供

るす定、、に

よをで
こるの略す

。るめ次省

が準お、。

と標としる
関

き期との

で伐りそ）

採 業 図課森の伐

る齢す

方 要 及びの目の

」及林

棚在的件法

び瀬所
都砂

と場寿土

の役
次町

」え寿崩

り備郡の

おに

り 伐

、い町の

は置都壊

林る 限
森す の
ると 採 係

と
り

お
と

の
次
、
は度。

。略縦示
大 る省てに

す

分
町 、に部

沖 し覧す
字

そ供
。る
先 図る限

地 のすに

及）。
・ 面
び）

書
係先

関地

備木上

字林防立以

類以

内の、も

島次はの

敷。
図当の

に該と
。 ・
す木る 先

示立す 地
部の

分所
市 ・るる 先限す 地に在

類

木上。書

立以る係

。

と海

当の北

、もを

はの
の。産

木る水

立す道

該
市山

る治

す部

在務

所林

覧棄

略縦歌備

省て字防

のす戸

そ供有

、に町

し
図る

書
係
関

び２ 及）の 面。

。
る

類

一
二

水先

道地

海筆

北２

を上

産国

）町
係
に 先

村 地

にび

村及

町課

上市
る 以

道
海
北

を

市町

る都

係寿

産
水



７

ア

保場指指

平 安所立

成 定木 林主間 定

十

施の 予伐伐

三 の伐 定にに

年

採 業 森係係

六 林るる

北 海

林

イ

町立次務

主村間木の部

おの山

伐森伐のと次治

整係採り図課

と林に伐

て備るのと」及

し

道 公 報

６

ア

字そ 定

安所立

保場指指
施の 予の西の

定木 林次

の の伐 定森川他

業 森林

森 採 林に

第

林

イ

町立次務

木 主村間の部

おの山

の 伐森伐と次治

し整係り図課 伐 と林に

て備ると」及 採

号

ア
施の伐

定木主 定
立

指指

目の

択 採 業、 の伐は

月 要 の立森

一 所木林 方

日

採次
伐、

在的件法のは

田限砂禁と

虻に土をの

金

虻。崩すり

郡るの止お

曜

町の。す

田）壊ると

日

限す及び

大備。

字防る

採画林度るび北

伐計森

をでは並。竜

次にの役

す定、び次町
おに

こるの植と場

るめ
が準おのり備

と標と栽
と法は置

で伐り方」え
省て

る齢す・、い

き期
木上。間略縦

立以る期

に 方１ 要 のつ林 目のの
つ

所い

て の はい 次 在的件法て

砂伐、 に 雨土主は 図 、

流、伐 す 郡のは主 示 竜

の伐係 分 竜出択に 部 北

備よ伐 限 字防にる に 町

限

伐計森す及び の

る 西

は度。平

採画林るび古

をで
るめ次の役

す定、次町

と標とおに

こるのと場

で伐り」え

が準おり備

る齢す、い

き期とは置

木上。略縦

立以る省て

的件法よ
に 方 要伐 目の

備
防

の
壊

崩
の

砂
土

。
る

町
磯

先
地

し覧

に
図
の
次
。
林
有
国

そ供

、もび、に

はの及

図る

該と種のす

当の樹

の。及）

木る面。

立す
市類

る書

す係

在関

所び

。種 。 川る採
村北

町を

）を
な

め １定 の
分
部
す
示
に
図。 のい 次

そ供

、も、に

はのし覧

立す図る

該とのす

当の
所び

の。及）

木る面。

町を

市類

る書

す係

在関

イ

分
部
す
示

村北

町立次
木 主主村間の

におの

の 伐伐森伐と次

産

る水

係道

に海

はと林

９

市
務安所立

林保場指指
ア

定木 部林定

限
に

の山定施の 次治予

イ

）
。
る

そ主村間木の

部町立次

蘭にの伐森伐のと

美分

に海

別限他と林に伐お

８
市産

る水

係道
ア

林次 定

安所立

保場指指 林

イ

定森 施の 予の

定木

立次務

木の部

り図 伐 おの山

のと次治

て備ると」 採 、し整係

び 限

伐伐計森す及 の

択
をでは度。

に採画林る

よ
。るめ次の

るす定、次

おり

と標とお

こるのと

き期とは

で伐り」

が準

業 図課森の伐

る齢す、

要 及びの目の

」及林採

別在的件法

び本所方

砂

と場中３土

の役
次町

流

郡 り備にの

川 おに筆
の

別 は置い出

本 」えつ

のし整係採り

町 、いて

る

限す

の。森て備るのと

画林度る

４）林伐計森

つをでは並。

地、に採

先
のいす定、び

るの植

国４てるめ次に

、と標と栽

有、はこ

林

伐り方

）の主が準おの

にき期と法

、１伐で

森林 の伐

の係る齢す・

方 要 のつ 目の

林に 採 業

主
、
は

在的件法て

所い

中分土

郡限上のは

川に以砂伐

別。筆出択

本る５流、

採り図課 伐

町）にの伐

び虻 限
す及び の
と」及

度。田

る
り備
おに

と場
の役

次町

立以る省

、い
は置
」え

、も、

はのし

木上。略
面

立す図

該との

当のそ

の。及

木る

一 所び

三

次防

市類

る書

す係

在関

覧図
仙 略縦の備

西 省て
そ供示
里 、にに

美 し
のすす

に ・

面。分 ３

図る部 の

及）
び限

類・ 書） ４ 係。 の 関る

木上。間

３る立以る期

採はの及

・伐

４を当の樹

の種、もび

定該と種

の。

上な木る

以め立す
る

つす

に在

筆。所

２い

備よ

美、つ防に
て市

い

い 蘭
１次。

別のてる

図

の・の

４
・す

先３示

地のに
部 国

る

。・限

林４に

有の分

供
、に
し覧
略縦

省て

次

び
及）
面。

図る
のす

そ

に海

村北

町を

類
書

係
関

市産

る水

係道

を
道
海２

北の

図に

の村

次町

産上

水以

す市

示る

に係

に・
図４）

のの。

示

産
水
道

海
北

を

部１
すの



ア
次字１ 定

立上の字

指指
の筆路 の塘、

定木６塘

施
伐に原 森路 の

北 に野 採、 業つ野 林原

北 海 道 公 報

立次務安所

林保場

イ
木の部林

伐おの山定

のと次治予

と」及林 採り図課森

第

ア

主村間 定

所立町

場指指

に 施の伐伐森伐

定木主

業、し整係 の伐はと林

択て備る 採

号

林保

平務安

成部林
十治予
三山定
年課森
六い 及林

目のつ北 要て
の 方次線 い

的件法て線１ の
、 は図・ に 、の 水主２、 示

す・ 源伐・ のに部
の か係分
に んるの１・

養立２か 限
る・ 木・ら

の。

字 の１の 字

塘 か１

ま 路ら、路 ののの ３ 塘

原 ２３１
ま、 で 原

野 、、 野のので北 北３２、の 、ま、２線 の 線で字

び浦所 限
す及びの の

１

度。幌在

る
の役

次町
と場川野
の 上 おに北
郡 り備

、 標 」え線１

茶 は置
、いの 町

、２ 塘 略縦１ 字の 省て

画林 方 要伐伐計森 目の

、

的件法よをでは

に採
こるの

。るめ次

るす定
り

のが準お

砂と標と

土

る齢す

出き期と

流で伐

備木上。

防立以る

の
月びの

一本所

日

に勝

場十

役
町

別在

金

え浦

備郡

曜

い町

置幌

日

縦帯

て字

伐
採のの ）

を以 １３ 、

上 ・ま 禁で 、５
、 止

筆 すの

に 、 る１
。・のつ
い ２
、 のて

１次 の
、の １

図 ・の
２に

、、 、塘 、 の

の 路 １ 、

原、の２ 、、１、 の野 、２、 北、 、 の、の ２線 のの３ 、、２、 の １、 、１、 、

、 、、の 、 のの２ 、
、１、 の の ２

路、 し覧

、、

、に原

そ供の
北 のす２、 野

図る、 ９
線の 面。

１ 及）の
、 び
関、２
、 係

の 、 書
類の２

を１、

、

該と
当の

、も
はの

北、

る
す
在
所
の。
木る

立す

覧富

村
町
市

に
る１ すの 供

分
部
す
示
に
図
の ）次 。

、 の
２ の示
す 、 ３

の部
２分 以

定１
、

北

森を 海

解平 道

除成解在

林
告

除場

法
す 示

る年に所 第

和。６係

昭

、字 ２ １

月る

の塘 、 か１、路 ら の、の か １２ ら の、
保た解

を
定１２３

、 、
除成除所安目

解平解場
予林的除 す

ての 予６保し

る年定と

定月安

字、 海

塘 道

路の 水

、 産原、 ２
北

森
道
海

林 イ

告 林法
示 立次務

第昭 間木の部

和 伐のと次治

市
る
係
に

そ伐おの山

町 線の

そ主村 １ 次字

の伐森

森路他と林 、、 の塘

）
。
る
限
に

に野
、 限北
る
。線

１保 号

所

第の

律林

法日安

年

冠 第

新 ）
号

郡

で１林指

町 ２

冠 の

新 条

れ由

る所さ

あ日の定理

の用

路害路

釧霧道

。在

す

丘備と

鶴防地

市
のる

号

のと」及

年 の採り図課
び標

律 特限す及び

法 他
の並。茶

第 別度る

場び次町

の植と場） 合にの役号

伐栽おに第

採のり備

係法は置の

に方」え条

る・、い２

のし整 林原

伐計 １ に野、森て備 の
塘に採画 、 つ北字林

い
て線路つをで

原いす定 の は

野てるめ

北はこる

２ 、

、と標 次、 主

字 伐

で伐 図塘 は線主が準 の

伐 路 、

にき期 に
２野 伐係る齢 示の原 択
す

）
の 、
１
の、
１

２ らの か
、
の

明 １

字 第 、 で２ まの ３

の

和 項
規

よ

北 に１

定の
事 次図 知 、の 道 り次 海

め

８た

うす 堀 よ示 のに

、
、

９
の

北
海の
道

縦２

も期省て第

堀
事
知

にの

は及し覧項

の間略
す定

次樹そ供規

、び、
面。よ

と図るに

の種の
関次

とび、

り及）り

お
以

類う

。書よ

る係の

す

よ伐木上 部、北 にる立

分採はの 線 る
。の種、も に
限２を当の

立す ２ 。、定該と の る
、塘な木る 、 ）字め

路いの。

原。所 の

る 、 １北す ３ の野在

、

、

字線市

の
、、 ２１ の
字

原、
路２
塘の

一野 四

保分 に部 、 線１ ９の 北

指。 也 のる 林限 達 安に

林

海安

北保

をに

也
達

） 産指

水の

道

町 の 塘

村 ２
、 野係 字 １ 原に 、 の 路
北る 塘
路市 ９

字、 、
塘

、
原１

路の



山 路路
道道路栗

１２

平 のの

成 線 種路北

十 広 類線

三

島 名

年 、

六 道区名線

北 海

在保た解え
備

場安目置
縦

とのて

除 所林的次い

指はに

て」覧 の し図

道 公 報

定１ 北

森を 海

解平 道

除成解

林 備

告

除

法 え

す 示 置

る年に 第

和 て。６係

昭 い
縦月る

１保 号

に日安

年 覧

第

２

え解在保た解

備
置除場安目

係との
除 いに所林的次

覧保て」 の 縦るし図

て
に安指は

号

保た解

安目

」 の し図

との
除 林的次

指は

て

月 道域

一 及

日

覧島島

縦広広

び区北北

所中中

場市市

金

沢沢
のの

曜

番番日

省す

定、供 理

地地
５６

そ
、）

し。

れ由略る

さ
の用図

に害道の

図風農
北

部備とを

す防地面

示
林

法

限た道

にる海

分す

る所

第 すの

律 供
。

呂 第

常 ） ）号

郡
東 ２

字 第

町 ２

呂 の

常 条

略

すのさ省

供林定、 理
指そ

）、

。し

る所れ由

郡の理図

寒害定の

阿霧

消北

寒備のを

阿防由面

省

定、 理

舌道

字滅海

町

の

風指そ
、

し

れ由略

さ

のを

防由面

の理図

害定

かま
先先

道
滅海

消北

備

庁

）支

。走

るめ網

らで

呂
常
び
及
課
務
林
部
済

経

の

浜 項
規
定・

に北
知 、

道２ り

海の よ

筆 う

堀２ よ

上 の

事以 次

路

辛釧

つ 保

に に

経

１庁

の支

示課

に務

図林

の部

次済

高
日

に寒

分阿

部び

す及

び
及
課
務
林
部
済

経
庁

支

前別
更の前

変後
間

冠
新

敷
地
の

更２
に
場
役
町

かま 幅

北

道しそ週 海

たの間平 道

。関、成

路
告法

係一 示

図般年 第

和面の６

昭

次 の

て 林

達い 安

は縦月

１２

指の
也

業業業業

作作作作作作
間域

種期地種期地

業業

。場

る役

限町

類間域類

号

）に

北

札） 海

第平 道

成

幌 備

告開 解え

条 示発 置

に年 第

設 のてお６

除建 次い

２

に
場
役
町

図縦い月

林的

除場安目

解在保た

延
員らで

るし

係と

に所

等
道

国
長

、覧１ 号

道す

律海供

法北に日

年

建る

第

設。
路 第

道 ）部 号

整

札公平幌

及 １

課 第

備 条

内

共成幌共成加

公平
市測 測
４区５

量年南量年町

３月常３月

盤級 級

点ら

準か準か

基日基日

部

月月

）７）７

点ら

て１ の号

用 理か はに準日

長 」覧
略るる
、 省すす
ら 、供

と 、）法
の し。同

次 由

お 農そ第
り 道の

を１
共 地面第

公 用図条

安指

保て

量 す北項
測 と

害

河に風

所れ

のさ

林定
次備

士て防

郡いの

東つ

間
区

複
重

の
と

町の
幌

一
五

次 の

び 項

覧札
道

海

縦北

北 り

場 よ

覧 に

縦 定

の 規

え知 路

備道 道

に海 、

所
、 を

て堀 域

い 区

置事 の

９

知
道

海
北

でで

まま

日日 実 た道規
を る海の

堀
事

る 支よ
す 勝に

施 め十定
が 測 済知 、 経通 旨 庁る

務っ 法 林あ 量 部

に
字図

び和 及。 昭 課た

に
８分
西部

更す
音示
上

限
線
る

・） ３。 の

次

所所
業

現

場木
土
幌

の

也 り

日 お

の達 と

示 の

告

也
達

変ら
か 場第 役律 町法 幌年 士
に

４
筆

２
上

以



更の 北

道しそ日 海

たのか平 道

。関ら成

路
告法

係２ 示

図週年 第

和面間６

昭

は、月

、一１ 号

北般日

年

北 海

上番町で上番町で

地般地

字 川川字 １一１

上上雲 先国先

東 郡郡東

か道か 雲

川川
ら ら 町町

号上番

川交川１ 番 字字 上

道 公 報

道路道区

そ日
の１２３

線の

関ら成路路

のか平

の 係２
間６類名域

図週年種区

日道日

、一１

は、月

面
北般

第

更 北

道し 海

た 道

。
路
告法
示
第

和
昭

号年

号

瓜
東

平
成幕
十芽
三

室 年
六

建覧

第道縦

律海の

法 線

設に
路る 第

道す ）部供 号

整。
北 の

び 項

及 １

課 第

備 条

地 水水 郡点郡地 ２ 菊菊

上）上先
川ま 川先ま

別
の前後

後

覧雲間

道縦東

海の道東

更

道す変

部供
設に線

建
び

及敷

課
備

整。前

路る

河

第
律

法

の 北

地

東
更第

音） 郡号

町
西の

別項

然１

上第

字条

月
一
日

更
音

郡
東

河

金

字
町

曜

然
上

日

走 よ

網 に

道 定

海 規

北
別

所 の

業 路

現 道

木 、

土 り

い の

置 次

え を

備 域

に 区

らでらで

かまかま

間 一に 重一に

般

延

土北

川
旭員

道幅

海

般

に長

所事

業知

現道

木海

定

６規

道 い
置国

え
備堀

に

線

よ
り 番

、
を

域
区 での ま路 先道 地

の
次

線

、 お

て と

ら
か
先
地

７
番

変示
告 り

常番町森 町森

１字林

豊管地豊管 林林 呂 字林

ロ 常 川理先川理 班班 郡

国署か国署 ロ

複おお 国 国
区けけ 道道 の
間

２

間号る号るの

路路１

府道路道区常番

区先
郡 東の線の地

呂 町

類名域か
常 町種

示の

告也と

、等 て達

呂１

路道区常番府常番

の郡地東郡地

路呂１町
子か

区訓先町訓先

線

前後

変
り

お
と

名域子か

１

前

道
路
の
種

後

まかまかま類

佐ら有佐 小小 呂 かまか

字 林呂常林呂 班班 町 有

先先 福 網間呂網間 地地

中務 まま 山 走事郡走事
で 中務常
呂部所 で 部所

呂

後

ら

先福 道北呂 地字常

番町

常常 ま山 道見郡
呂 で呂間

前別
更の前

変後

線

府ら
字呂 地 町常町常 番 府ら
ま 見穂郡穂郡 先 北字呂

子 で 置波訓波訓

子 戸間

で

前別
更の前後

変後

線
道
道

でらでら らでら

らで
かま

敷
地
の

員らで
かま 幅

延

敷

長

地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

堀
事

知
道

海
北

長

一
六

区 等
複 道

国重

帯
道

海
北

と区
等複
道

国重

の間
と

所
業

現
木

土
広

也
達

の間



道道

路道道

平 夕夕

成 線張張

十 岩岩

三 見見

年 沢沢

六 名線線

北 海

の 北

道そ日 海

路のか平 道

法関ら成 告

係２ 示

昭図週年 第

和面間６

は、月

年、一１ 号

法北般日
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路道区利磯利４

１２３

尻地

道
路路尻
１仙ま

の線の郡番町先

類名域尻地法で

種区利

沓法ら政

仙か字

町先志

道

第

更の 北

道しそ日 海

たのか平 道

。関ら成

路
告法

係２ 示 林図週年 第

面間６ 班昭
和

は、月 に
小、一１ 号

北般日 班年

号

豊管

呂１字林

常番町森

呂か国署

常先川理

郡地
常林呂

町ら有佐

月
一
日

沢

知知知見

供空空空岩
沢朝

用栗栗栗市

郡郡郡

沢沢

金

開美美美町

町町町日

曜 流流流
番 渡渡渡

日

の

地 町町町 始１ 西西西

建覧

第道縦

律海
設に

後路る 第道す ）部供 号
整。

項及 ２課 第備 条
び の北 規

道形志利泊

仙字尻

泊変後

鴛
志

法間神郡番

敷
前別

線更の前後

地

第道縦 先律海の 地法

の

建覧 ま
で設に

路る 第

道す ）部供 号

整。
北 の

び 項

及 １

課 第

備 条

務 山郡走事

福呂網間

字
常中
呂部所

後

先 番
地地 １１で １

の番番ま

かま 海か 区先先 北先 地
平同

堀
事間
知らで 道ら

用成
供

海

開

でらで札 に まかま道 定
木 、土 り幌 よ
次現 の業 道所 路に

い を置 用え 供備 の

員らでら

かまか 幅
延

稚 に

道 定

海 規

道
国重

長

道 道

木海 、

土北 り

内 よ
域

に 区

所事 の

業知 路

現
い の

置 次

え を

備堀

らで
かま

達始
の
也期

更の

日
北

道しそ日 海

、のか平 道

同関ら成

路
告法
条係２ 示

第図週年 第

２面間６

昭
和
項は、月

３

。示 る告 す、 始て 開
で
三 路笠ま

道区三ら先
萱 域山

市 区岡
笠 の市

更の１２

の間
と区

等
複

、のか平道路

道しそ日

の線

法同関ら成路

路
条係２
間６類名

昭第図週年種

て達 と

項は、月

和２面

変示
告也 り

、 お

海
北

路道

道 道 平

告 成

示 白

第 老 年線

６大

の
月

北

道そ日 海

路のか 道

法関ら 告

係２ 示

昭図週 第

和面間
は、

の、一１ 号

律定海の

法規北般日

年
よ建覧

第に道縦

り設に
る 第

路道す ）道部供 号
の路
供整。

野

開及 １
を課 第

用備 条

番
１

後

変後
間か地
先１

地番

敷
前別

更の前前

北般日道三

年の、一１
縦栗

律定海の道笠

法規
よ建覧山

第に道
り設に線

る 第
路道す ）道部供 号
の路
供整。

開及 １
を課 第

用備 条

滝号

日名線

１

供有有
点 用大 大交 郡 郡

号 珠 珠

で 開字 字

ま 村 村

） 滝 滝
階 階

三 三

年、一 号

覧

第道縦

律海の

法北般
建
設に

路る 第道す ）部供 号
整。

始び 項 項及 ２課 第備 条

に
。道 定

る海 規
す北 の

現 道

木 、

土 り

広 よ

帯

一 業 路

七

え を

備 域

に 区

所 の

地
の

でらで

かまかまかま 幅
延

員らでら

る海 規
す北 の

始び 項

長

土北 り

幌 よ

札 に
。道 定

の

業知 路

現道 道

木海 、

滝

え を

備堀 域

に 区

所事

始滝

北先先
地地

の１
番 番

道

知国

道般 ら

海一 区か

海 規北 のび

供平

堀
事間

木 、土 り蘭 よ室 に道 定
備 のに 路所 道業 の現 次

、 お

て と

い の

置 次

え 供

区
等
複 道

国重

変示
告 り

て達 と

い の

置 次

の間
と

用成

変示
告也 り

、 お

開
達始
の
也期 す、 始て 開い を置 用

日 。示 る告



次 北

都のそ 海

市との平 道

計お関成 告

画り係 示

事告書年 第

業示類６

のすは月

施る、１ 号

行。北日

北 海

平平７平７

平よ
の１２

に成成変成変

成う

更 更 年改

可北可

北正年年認年認

る月海年海年

海す６北

告日

告。１道月道月

道

日告日
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海

北北

平 海

道 成平 道

告 成 告

示 年 示

第 北年 第

海６
道月」

号 告１を 号

示日

第

字 路１

道区広番町で

３

か
大花 区先

郡生 の地
尾

域樹
ら
尾１ 字広番

町

号

路
道路

１２

平の線

成種
十類名
三
年
六

り幌

た札

当道

に海

道ホ

画所

計業

市現

都木

、土
備

法に

第示の示の

示

和置

昭え

第事第事
項 項

中 号中 号号
の
部 成成 地一一 平平 土の

区部

を
の ２３ 整次次 年年 画を

７ 組よよ 月月 理の

う

にに 日日 合う

第
号

のる

面め

水改

有に

公」

大先 花郡地

生

て
立

埋。

樹ま 間
敷

前別
更の前前後

変後
地
の

月道ロ

一カ

日

線
ー

ト
ン

ヤ

金

曜

日

い

海

第般北

律一

法、

年て
の
縦道

供 第に事 ）覧知 号

す堀

改改 」」 の

規。 のる 条

業正正 をを 事

す

北成成 画るる 平平 計す

の。。 海

月 の

知２３ 更

道年年 変

７ 認

事月
にに 等

」」 ）

堀日日 可

海

の北

）
許

免
の

改改 の

よ堀

の
次事

を知

部道

一
改

に
う

でらで

かまかまかま 幅
延

員らでら

堀
事
知
道
海
北

道
国重

長

律月務
、
り也 よ

に達 定

料 日状の平

第１のそ肥

か況別成 号取
締 らを冊
冊、６ 第法 平別は年 ）
成
の道月

。。 を

るる 部

達めめ 一

地

４
次

也

治 名
業自 び収使

方 及事
ののの法 称地用用

３

。
る也

す
正達

所部部

平都種施事

のそ
次１２

所
行 お関成市類務

との

計及者 り係

事名所 の 告書年画びの

すは月業称在 名

示類６

の間
と区

等
複

北

都

３４

海

市 道

計

事及事

告

画

業 務び収使

示

事 地用用 所名

第

業 ののの の称
所

の 所部部

市類
都種施

１２

也
達

在 名

事名の 画び者 計及
行

業称昭

お本日 の和 年との１ 条
３
公及 第年 月り庁 ２

法
第 ます支 項律 日表び １
でる庁 の
の。に 規

よ第

間え に）

期備 定号

に置

おい り
和 在分分

昭

けて 、条

変変

年

公

しし

第 なな

律 更更

法
第

）
号

。北日

る、１の称地

条

市

旭寄海川

道名北旭

海

６

木計山

土市永

川都道

業公条

現画

所園

備業目

に事丁

施 号

札変変当
に
行

地在分分
し、

市ななり

幌更更た
画

南計

区市

央都

中し

西
条法

計
市

都道

川海

砂北

の称

７

る一 平第

業
事
園

公
画

北般 成
海の項

定 当
の覧規 度

道閲の 年

海よ 予
政供北に 初

財に

知 の、

営る道り 算
運す

肥

況 況通

状事 状普

の。

１
第

３
の

び び料

及堀 並
項

表

法
業

企
営

公
方

地
び

及

え
、・

て６地 い・番 置９
海ン道 般北サ海 一１北

土 覧知ラ川 縦道ピ旭 の
す堀ー現 供パ木 に事ー

昭

るク業

丁和

目
道第

海律

北法
年

札
現第 木） 土号 幌
所条 業

公
山

石
１
・
６

・
９

一園

八

達 成査

営 平検

公 にの

）

の

企
業
業果

の也 年結

和
昭 定
規

の

也
達

。）所

法
年

、
り
よ

に



税取
方を

料地定
指

平 法り

成 消

十 昭し

三 和た

年 。

六 年

北 海

肥肥
理

い処
灰

た石

海ニ

北

道 公 報

の平成殊

次平特指た

を

肥定い と成

年料 お

分

公６月

り年３の名肥

表月

産し表海

す１生若は北

る日

第

料 た定定定

な指指指肥
締 油合合合

取 ね配配配

す料料料

法 か肥肥肥

そ

和 び

昭 及

号

の成

次平肥

を

料 と

種 表分

公月の り３

お年

る
す

月 法

一 律 公
日 第

第
）

号

金

曜 条
の

日

チイ

ーエ

ター

スュ

の
６

ク
ッ

示道

いィ

けテ

酵イ

発マ

、販コ

者は者エ

。業く

ス

業者ク

入業ッ

輸売テ

届有石

者又
出商・肥

び質入

及機灰

第
律 末

法 粉

年 の
マくく

ルみみ号

たチいい第

なニああ）

ね全混混

か２有有第

油有合合条

料
肥

等

。類

す号機機７

３
第

４

の

告

全に

ん里定

り加規
の

項
次
、

量り

全量よ

酸

の

水窒
ル

んイ

ふソ
％％特

里分素

加石炭水窒り加

全酸全全

里灰素分素ん

量量素量全量量

全全窒
比量

料
％％％％％％％％％

窒り

北

名）・

名糞

品畜
全

知査全酸

道素ん

海検

堀

の量

事量

結

号号の

粉１２項

果％％

北北、
り

よ
に

定
規

末
日道道殊

油丸海海特

旭

肥肥肥

脂

の

料料料

業
約

付
添

票
証

保
称

名

検

２
りの

当者

術し単る

参技たアイ

満
企と

資提て体地こ北

加

道 書る業。
方海 格案い

１
物り物

乾当乾

の設

自

と成務業業委

の平業

次

概託 お
月務 技６間 務 り年要期

４

考物り

也備乾当

達

術

定

平氏代主事指

１２３
る所の 名表 成た業

６務所消

年事の取 又者

結
の

査
月所在年

はの

析
件
１１１１

分析
分果

数 成
平

検
者

ち 検う

法務 提計

治財 月

査 ６
年

は同

行則 者共

施規 出等

令

昭 、体
で
にあ

昭和

和

年 掲る
資。

政海 ると

年北 げこ

則 を

第規 格

令道

名容）

案日定

提１予 内
設施約

出奥実契

提
の
書

業計結

要空計設締

を尻
ー測翌

すタ務、の

請港

る

氏

ナ築調か

。ミ建量日

日称名は日

１又地月 名
塚塚別成

手手紋平

興市
丘月

株一が４

産義南年

０

不

丁

社７日

会町１

式

数
点
査格
合０００

１

査
検

票○○○○

証
保

概
の

日

） た

号第 満

） て

号 第 し
い
る条第

単の

企のの

体４条

一 業規規

九

該基

はにに

又定定

び及平

ル及査ら

に当づ

ル設び成

ビ
新備地

査月

工係調３

築に盤年

北事る

海基基を

知設・むま

道本本含日

び設
及施）

事計実。で

目

実計

堀 堀
事

知
道

海
北

２
の

地
番

査
検
の○○○○ 他

の
そ

しき

堀
事備

知
道

海
北

要

資者が

るい事

げな知

掲

設外
施、

をあ成

格で作

達

也
達

る

也係
に

達計構

考

也



４５
当

計計受受続担

設設手

共共期場部

等等付付等
北

とと
体体

同同間所局

しし平午北

北 海

３

明

管の術建同業説

ウ技

業の書

設理と提築種務

書計務実の

計技す案設

者。を事に施理

等術る

針度

同又特務係方解

共
体は定所る

道 公 報

年い

設共決第業て

アイ

計同定設

がこ

等奥体を計条数る

共規４と

共尻と受等の

てて同定年。

同空しけ

タのい体に以

体港

第

停道法ー

エオ

止建知同になセ
ト ）築 期事種基おン 号

く設以 の士 間登かづ、

をお確計上 規法 を録つ

経
昭 過受お認等の 定

号

して
ウ

平たい北

成る海
十平こ道
三成との
年。競
六

道道

てて成前海海

年争

９ のの
６か幌設

資資年時札建
中建

審を月ら市部

格格
申よ日後央築

査得１午

請う５区整

す）ま３室

と金時北備

者ら西画

るかで条計

土６管 の

績び実

の記すの実及、

をた務、手施

構載る業

、針

員求め経配法方

成

評等予技の

のめの歴置

当

ち主価、定術妥

うる

術技案性

１任基技の提
提

は術職術及、

者技準
ののヒ案

、者員者び

るの基上

の建経資ア内

くる

ミ争者構づあ

ー競
ル加あ員一こ

ナ参で成
こ、建。

ビ者るは級と
築ま

ルの

、

築格。の士た

新資と

工ア事

基下イ所計

事以、務設

本及の等

むを共場 に

設設び登共

ててね受同合 基和 しけ

も く年 いお同け体の づ

もしの 指法 るり規たと

登とのてに 名律 者、模

含録認にの限 停第 を
むをめ限実る 止
受）
。受らる績も を号

、と け第
）けれ。はの

でてる）

あか設の当す て
るら計実該る い条

月度入

一及札

日

格

成資

平加

び参

年者

金

競名

度指

曜

入止

争停

日

課

申日曜丁理

参務

札事

請日目
曜

等ま日

法）び

方木及

、く

て除

いを

つ日

にで

験格リ容

お
と
の）

次。

野グ的

の分等ンの

エ築

・

をの内性

件）の確

要

性

すく創

たな独

満少容

方現

し一実

とも・

者と

ウ録同

該配、

当を性

、

要受の

及等のを体

計計

をて表

実同件け代

び共

べりは

設とすお者

施体
」てて、、

計し

オ

託資た録の

委の満登
要

務」、受の

業格しを

の

係いつて件

にとかけ

同 い規
この業績共。 な
。業有体 者定

と営務を

年昭すの に

者成 名づ
数和る構 指基
が

あと 止一
４年で員 停く

受建
以月るし を級
年６

あ日との け築
上１こて

降資 が事
る以。出 た士

資理

加処

とに比 、務
こ

名
者領

格要
成

簿平

計月

設９

築年

建４

）

６
。
る
す
と
り

に付

」日

術細

の契要関５技詳

そ

提は

他約連の
同書説

作報に案、

書情

る意

成す組

構置取

成を

、
はも欲

員
提術提提提

技

ウアイウ

方案期場方

出提出出出

るう建かを

法書限所法

計）士のた

設。築ら満

等の法営し
場

表出出

加提提

参
アイ

。建率 既所

書限所

明期

そ北

築が にの

基

の海準パ

ァ明交交交

フ説
アイウ

シの期場方

ク書付付付

総

録局

登け
ミ交間所法

番

便海話

郵北電

れ第

さ

入じに明

設
号建号

番道

否すすに

要手。関書

の

リ

めア。

たヒる

るるよ
う

口行

窓を

会グ

照ン

の

認出平の５持認

提
の

。

る

参め期成場の参め

持

す 合 する限

同こ

る。等年ににる。

。。

と月っじと

こ７あ
て 。
だ、だ

た日はた

提
の

、）日、

し木当し

もる出平の５

。期成場の の 説

合 ４ 。 明）限

あ同

版 ） 書に等年にに

付り月っじ

書 」 送よ６
て。

式 と
自 担 用、

者 筒成、

由 当 封平日は

）

木当 」 連

年）日

期
リ付

を 絡

間平午北北５郵
に

－等成前海海の送

９道道

年時札建イよ

６か幌設のる －

月ら市部場交

１午中建所付

区整お希

日後央築にを

５
３室てす

金時北備い望

）ま

部
－建
築
整－
備
海計－ 北室
道画

中計線 市課内 幌理
札管

央画

５を

送後印送

郵午消郵

効留

書時有書

留
便認便

郵分と郵

。る

限だる限

にために
に

）５）

。、）。

るし

よ

にの

月後印

先、 ４６午消

よ

８５を を５ 版
明の 枚日時有
効 記
しイ 程
が）認 たの 度金分と

入必ため 場

し。 あ 明 る着だる 所 説
郵 の
筒依、） て 書 封で

送
送すの 便 郵
に頼５

付る

西画接者

かで条計直る

ら
土６管交は

目課又必

日曜丁理付、

日

送額

）び郵な

木及は要
信

日よ返

で曜にの

ま日

す手

く付切

除交用

をり

区係－

。

北
目
丁

６
西
条
３

二
〇

方

出示出

提に提

るウる 交書

を送を

法郵法

方す

依郵

をとに 付留

先こウ
郵 文に

入す 頼便

記。示

。は

）るを
た書限送

し

、た
しけ

だ付
たり



査

房成
暖平調

冷

１

平 機

成 の 器年

十 運６

三 目 転月

年 管１

六 理日的

北 海

発

平開れ開所開

１２３

区地許び許

成発る発及

のを名年

年域域可氏可

称け日

月は名受月

６又

日区た及

１工

道 公 報

完 北

都了

３

海

し 道

た
市 開

十

。
計 発

勝画 許

支法 可

庁 年

告昭 月

示和 日

第 及

第

平開れ開所

都了
完１２

び

計た成発る発及

市し

区地許 画。

又のを名

法年域域可氏

６

和１工称け

昭月は名受

日区た

号

第
示

告
庁

支
川

上
道

海
北

月 等

一 業 支
日

業
事

の
務

庁概

金

調
要

曜

を
査

日 公

住号

含の番

に者び

の
次

平

ま
東広柳成

河帯

郡市月
南表月

更通代７

音大年

町
字８取

下丁締日

年 び

号

第
律 号

法 番

旭日旭株平

）

川建川式成号

市通市会

９商永社年第

条株山杏７

の

通式２栄月条

会条中
村日規 丁社

第
律ま住

法含の

年に者

上旭株
社 第

郡市会 ）

川川式 号

東神

神居タ

規

町条ノ の

楽３カ 条

字

号 支

庁

告

り海

お北

と

告

。庁

る支

す川

施上

実道

十

音目役

籠
馬

長

北更
道９地村指

海北番田建

十線第

勝西

昇－ 支
、
長１号

庁番８

尾

設上に

目丁建定

川２
番

設る

１表４建よ

右代目

の

締１表第次

号取番代

日役号取

発

建締－開

ビ今役

関

昌村に

中為

ル富号行

に

東丁代 定

利る

彰す

市

取 よ

北神目表

海楽

番締 る道

開

川１６ の

上番地役 次

光 為

長か 行

庁ほ 発

支荒

関

馬筆男 に

３ る

籠第 す

示

４５
夫

久
す

中際名。冷

の調指る提

企資争房 出 小に競暖 査

等を札器 書 業格入機 の

３
冶

篤

年つ
てび経

法 上調中以い及
済

律 小 は査下
第 企 、対は

業 乙象中、に産

等 種者小当掲業

は
事

工

４の企該げ局 号

、

るう こ

成）に

と調月契道平。
を掲

。査分約税

書）をを
６川る

をの締滞年旭げ

）
区 事

久工 工

提決結納

、
は夫

政へ道平

者す項札

ると
る地に
方 以。お令のが成

自 下い第参行
加う年 治て

を指６

運海

平器調北

機
２

指準

転道 査

成
に等合

度理川 の 年管上

す法加類転

協有参運

方

等

合者望理

組る希管

同
る、者

第あは業

法で者

概

第のに業

条も５事

３
成る調

号構め要

４が定

中る長 ） 協

掲員提査

に

例等小要が 第 同 類特業
条 合 上協企件行 ３ 組 以

等、官 第 法 の同業はう

危組

用需 項 昭 険合協適公 １

取と組し適 第 和 物」同
い組 号 年 扱い合な格 ７

で。は。合 に 法 者う又
業証 げ 第 あ）協の 掲 律

る及

１内川

出算しし月市旭

おかい日に市

すに、て

しの

日いつな現有内

る

誠こにて事

のて、い在

所

前入実とおい業

直、
履てこ等

２札に。いる
。ボ

業参行、とに

営に

ラ

度した店イ

年加し本

用排名月 条 法

分よ者又

行 競す除競１ の 施 名

さ争日

１ 入政れ入現 第 令 争る

いにに 項 昭 札令て札在

る関お に 和 参第

加お者すい

て 政 望でるて 条い 年 希

名き ４準 令 者な指引 の

とこを続 第用 第 」い

１す

業同
対

項る 号 いと停き

託冷

て委舎

い務象庁

お
注の機

発約房

が契暖

道

管

北競転

る名運

す指器

出書

上札等

道入理

海争

る過書

げの

北第

業数を記

企半類別

及め道号

合占海１

組を
協い川式

びて上様

二 業る支）

一

提

に。に

合き長

組と庁

あ

こび組明 る
が有 業 ）

と中合を 協 号

る 合 ３
企次す 組 第

。小
団いと 条
業の

のれ。 下 規
体ずき 以 に
組か 定

組 中
に該 業 る
織に 協 す

るる 」 企
すす 合 小

関当

うではー

該する業士

当とあ営技

営契と等常

２るこ所を
用

年と事雇

業約。の時

及、

が類所し

度種業

模、

に規下つ

月び以か

満

政 。 う。止２

たを事そ

）れ以 規令 以 。さ年 に

でて上 定第 下
すいこ 政 あ

のい調 者 令 っ条なの る

に な と 、４こ査 で 」 て

う の２。関 い い 次第と

） 件のる と 。 要項す こ

参業
満定業 第 を規事 。

庁者託

同業委

合加務

川
選約

舎を契
競

市る名

川す指

旭考の

基札

６の入

山合争

永場
礎に

条

設の

、も

はる

てす

っ出

律き い 等
法と と 業

立と

は う 協

にの

和２ 組）
昭、 。 同
合

等ち

いぼ所う

なほ業の

はくと名

合じ」１

場同
、すい以

たにを

てりん の

しよ営 条

い競で

者１入る

る争い 第

希

）とを

目料加

丁資参

房。す

暖る望

冷す



器載
機記

房、
暖お

冷な
管及

転項
運事事

北 海

長
庁

支
川

上
道

海
北

道 公 報

別 ８

記 た

第 そこ場

１ 提提の合

号 出出調以

様 の 先先査外

式

入結 名
所、、 ののはは

称地他札果

在

第

６７

提平提
送書

法定納３出成郵出

人款税に書

場の

のの証規類年の類

提月合提

登写明定の６
は出

記し書す

簿る出

謄調期日、先

号

事技以

平業術上

成実者３
十績名点
三書簿の
年書
六

書
業付

等添
理び

別別類

のべ
てす業 しの

と類
者

氏電要事
概、

業は
事て

運
器

機
房

暖
冷様

話に実

住氏電当住 等担 理
管

転

業知
名通

指を

者話と 業

のな

海便話者し

北郵電

考。

上号号選い

道番番

川

を 支

目
的 － 庁－
総

と － 務
部す
る 会旭

本査限平

又対金成

は象）

事特月

在の６

現者年

項例

部適

全を日
で

書るま

明す）

証用金

と

月記記の

一第第用

日

北

様様、

号号は

２３紙

））海

式式

金

上
道

曜

支
川

日

概 名号い相

番つと

総
庁

こ

者関い

当、な

担て違
約

を誓
類を

名書と

氏係
出。
提す
てま
えし要

添

事 業所名号る所 事番な
等 調た称所 要主名業 概

所表
業代 書事び 査る及

月地）
在名
所氏
の者

年

が

）

線 管永指 内 課市、

計川

競

財山名

係６

争 条

入

の

し
と
者
加
参

目の

丁札

る

該あ

当の

、印

は消

き

り

明限

証に

をの

件も

要

会
部

務

類付

書け

る受

す

る
す
布
配
で
係
財
管

課
計

約
契北海

）。
す
ま
し

。

日

記
別

４５６

２
第

法定納

号 人

様 の

式

付
添１２３

し
名
指
て

登

類業 平関書事技事

暖に実 成冷係 自至

績

）
。
る
け

年年書 年房限

従有平関

３４５

暖に

成冷係 自至

１２
）

年年 業資年房限

税 記

容
内

務
業

先

立
設資

現
はの証

事 又
本

騰
簿款

全写明 項
事業 在

機る

部実

運） ）記 器。業術 度に
あ 業管の 事転 月月載 の

契 績等実者 日日る 実理

係 海官の計に 北他そ約

機る

約
契 績名

る 道庁他

格月月 の運） ）器。 度

等 日日 実理

業管

事転 員

の計

ボ危北他そ

数者績

取
ラ物道庁他

イ険海官

日金

月
年本

士者
技扱
ー

書

明

年 証

金
間

期
約

契

年

月 績 書し

件時に日

１出税

の提道

書

の年

３も

）らる

分か係

書簿し
写

の
書

以
月）

か

ご

第第度

記記年

別別各
式主

様様に

号号と

２３
契

））な

式

日
月

）
上
以
種

４
種
乙

二
二

額

数
年
業

営

１１日

も
の
内月

）
円

千

約
通）通通通）

１の１ 円１１る 千千千千係
に

千千千千

通通も 円円円 円 年千

人人人円円円円 ）



平
成
十
三
年
六

北 海

記
別

氏

式
様

号
３

第

名

道 公 報

度
年 小業

営

合）
注 の他

と
ご

第

小

他官庁そ

号

道

月
一
日

金

曜

日

学

術名
終
校

最 技学
齢

年

成
作

計に 計

名

者科 歴
学

。
と

こ
の

許
免

計
小

計

分
年

２
去

過

年 等得
格 簿取

資
称
・

名

１

）

験数
経年

調凍調納納

入
アイウエ

入入 を防を に達結達

札

協

属
所

す止す 付

北

次な定 海

のおの平 道

と、適成 小

おこ用 樽

りのを年 土

一入受６ 木

般札け月 現

する剤る

の
等
状
免
）
注

事
品布品 る期場 物散物

項のの日所

等車等
等平北

称式様

名湿仕

及

成海 び

道 数

樽 、 量入年小 級
札

競にる１

輪説月土 ４

業

争係。日 所

入る 告

札調 示 道

達 第

小以は １

下、 号 樽
土入

札年 木

と月
」４

現

い

。
と

こ
る

す
付
添
を
し
写

木 明
よ所 ）に業 動書日現 駆

所
張

出 台。和 １る共

二
三

業

。マ海

う日北

所

をケ小

）ラ道

告

実シ樽

示

業

る作現

すで木

施ュ土

府
政井

た
れ長

さ所

。成
る

す雄

関
に俊

達
調元



入札入

入税入

ウエアイ

開開
札下保 に証

札以札 札保

保証 参金 札

の 費 し納
金 消 加を

北 海

海札入入

契北北入
アイ

項小小行

条道道執

約海
示市土場 を樽樽の札札

奥木所

道 公 報

イ

か申申申査

者う審

るど
審書行 請請

、の請を

は
らをのた のの か査類っ

第

イウエア

明い条
付の条 道当し当る件こ

調と一入の が該た該こ

品で達を般札５ 行物者

２ 指調あ物証競はの う
名達る品明争、

号

入次
ア

平札の平

成にい成
十参ず
三加れ年
年すに北
六

納 税 よ付 証 場日 るも海

」 所時金とる
付 等 うす

。
除 い ると

免 と すこ
の

う、 アイ者

送同同、

納 。 郵にには

。の

方 相 にじじそ

付 ）

場の

は 額 る者

法 当 よ。

及 す場日

政 含 合見

、 を

所日所時

１業び 場
沢現

画
目企時

所丁

海階道成

番総北３海平

１務
号部道会小

務樽室土７

総小議樽年

課市木月

奥郵現

申提と

沢送業日

期法先は

ま請出き

時方

北査

定け審

にな、

でし

け便海結

めれ平申な郵

書れ番道果

るば成請

とな

樽申

こら年類ば号小を

ろな６のな

土請 にい月提ら

現に

よ。１出な－木者

り日先い

方規 競又こにし入地の

者参自定 争はと関た札

れ、で加治に 入こ。し

施る にと迅あ資法よ 札

なこの行条

関同速る格

付

るのアと審令件

す等
指類フ。査

を品ー和般

名似タ昭一
競 停等サ

止にー年争

月者該道

一に当告

日

要る第

必す示

なこ
格。に

資と号

金

定
規

曜

る
す

日

第 。 、も

令 む は積

品
物

） 必っ
の 着た

）契条

約の
び ５
額及 の
金７ 分

す
税道 当

費海 相
消北 に

企午

１に所

び務 る
及財

場総１

目る画後

丁よ
番合務時

１は部
）

北便課
郵務

号、総分

小
道号
海番

樽

業通

土－

、かの。

ら指所知

に海画る

の７示北企す

小務

及６よ道総。

ウ月

市総

エま作樽部

び日り
た沢課

掲し奥務

にで成

格書目

資請丁

る申１

げ

ス令札

さ係ビ政入
を類

あ

て相・第で

れる
い当メ

いのテ。の

な数ン号る

と入ン下、

こ納ナ以で

。実ス入
」参

等体令に

績の政札

る整いし

あがと加

が制

る
す
有
を
格
資

の
入

購
の

上
方則 以
地規 額

。
と
こ

消
費の昭

エオカキ

契日ここ詳

約本のの細

の語入入は

手及札札、

木
現

ウ
所北
業

落者約名所

切るの業契

課 り

札でに

て者あ関 に 税 捨

し

る出号

す提１

有を番

か

アイ

る

開号る入す

要そ各す

の札 掲金額

札に。札落

。う

こ備うよ

決 げ額を

証て第す

をれ）と

とさ

交交て

落財っ契

アイも

付則札 者書 規入

札約 務
の作 付

る札

和め入

入

海ろ書

北こ明

年と説

説

に日び執札

続び及の
書

い国約は明

お本契行
よ

使貨、公に

て通は、
。

北電す達する

用調開

道番言続。

海話る手る

樽及停

小号語の

び止 土

る 当在 業 たとるす 相 事
で 額っを事 す 者 金なか
を称地 金 あ ）た申務 る
か もは出担 額 る を者し
す北郵 入 免 っ、る当 を
札とる海便 札 税 て落こ

業 札決。組道番 書 事 落

の樽 記 者 価定織小号 に
で 格後 載
あ と速名土

に算

に定 る等加 の時

す

るた

い当 札係し

おに 入

額

、っ 他び消金

てた 及

て こ費

には の税

定入 告の該

規、 公等当

る書 定扱額

す札 に取金

第

格記 る１

資に めいに

有 決成
効
入 方要 第な 条 定の 場方

限 のに 項 所法法札否 １

話の。 定 北北電アる 規
し よ

道道番場） に

海海
樽樽でた り

小小号所
交者 定 市土

に

則る付

規よ交

道にの
関

第。
下項

以事

。る

号す

通等

規
務
財

現貨が － 木

有

所り － 業

得 企

る

部線 務内 総。

画
総

る る すや称木－
課
務

か るか及現 こ
を のにび業
在企北 。 問 で消所所 と

道

ず 入税地画海

わ 、費

樽 見 にの務小

、 札等総
奥 も 加税総市 積 参課部
１ た る業課沢 っ す事務

を載 入円
はで丁 契 者者

関の

しれ に満

有さ 札未

者額 る数

い金 す端

なた

にる し当 件あ のに 条が

札額 反き 入金 違と た該

た、 、の しは

財

付を め

入そ

沢現す落 た － 奥木

る札 予

丁所。者 定 － １業

と 価 目企

す 格 画
線 １務。 制 内 番総る の
の

号部限

総

範

う
い
と
」

則

で
内

課囲

務

第
）
。

二条 四

金 、あ目 約

第
ら

か

額 消る

税免１ の 費か番

に税号

係分事

５ 則は端 の 規札の 分 務
無金 に 第、数
相 効額

を
格

価
の

低
最

条と当を 定
の
で

ま
条



明い条

イウエア

平 道当し当る件こ

成 の が該た該こ付

十 入 行物者調と一

三 札 う品で達を般

年 は 指調あ物証競

六 、 名達る品明争

北 海

入次

ウエア

小小にい成

納納札の平

小
樽樽樽参ず
に北

土土土加れ年 入入
現現現るも海

木木木す

道 公 報

イ
調

交除除交雪に達

リー除

す

換換リ 雪雪トつを

タ
ッてる

契契除 車トラい

台ックは物

約約雪 ２ラ
に車

第

２
ア
入
達ロ

札 ．調
にをー
すタ 付
るリ す
物除

号

．．

月 第 競又こにし入

一 争はと関た札

日 入こ。し者参

迅あ資の 札れ、で加条
のの 関同速る格５ にと

２ す等なこ

金

類フ。査の

るのアと審
規

指

曜

に

を品ー定

名似タ

日

道 期場

止にーよ

停等サ

所所に当告

業業業者該
第

日所蘭事共必す示

所
越業和要る

出課出なこ
格。に

平張１張資と号

１、１規

成所台所

、樽、す

年台小台定

樽木樽物

月小土小る

ク４、品

に

日土現土品

よよ１
台そ等 りり台

れの ロ除

ぞ仕 ー雪 級れ様 ト 、級 タ

の等 ラ、 リ

入 ×級

除ッ× ） 級

及 ） 雪、ク札
、 １と入 び を 車

台す札 除 当 ２る説 台雪 該。明 ド 契付書 ー 約級

る品雪

事等車

項の
名
称
及
び
数
量級
）

２

・件

れるス条

さ係ビる

な数ン一

い当メ付

て相

ン争

こ納ナ競

いのテ般
で

績の札

。実ス入

と入

整の

あがる

が制あ

等体

入

現所現購

木業木の

る

出真資

所市所の

業余業

有

出所出を

狩張狩格

真
１１る

所台所す

張１張

。
と

台台こ

）付に

）よ ザ の）
台 ）手除をる １ 級相、
台該 を雪 方４当。

グ か契 契

レ ら

ダ 達の ） のー 調約 級 約

台 る手 契 手１ す相 を 相

か の に。方 約 方

ら 相 供

調 手 し
台

札

をれ入

とさ、

こ備で

証て
務 交て

落財っ契要

イも

作 付則札 者書 規入

札約

の

札交

入む第入

アイア

入。入

説

ま にの保明 条 札札）札
証書付

ー

す に ） ロ

達 方 級 、

参

、
。 タロし
る 供 、

札入入開開

入

アイウエ

の札札札札 行
執

契北北

イ

小

条 申査道道

約 審海海

書行樽樽 項 請を小 しを

加格申申

参資

にる

第 よ有請請

有 決成

効

１入 方要 第な 条 定の 方

る 規限 のに 項 法法札否

番場） に

話の。 定 電ア
でた り

号所し よ

交者 定

で 金の 保
証の定場 しの交 分の 加

にる う付に ５め よ納付

す免す 相と 金との関所

事北北 すろ る除る 当こ
よ は納項海海 るに 者、
方小小 以る 、付道道 額

市土 の の法樽樽 上。 そ

及場日場日 所
場

入 者は

平アイ

時
日所時所時

び

北３海

送同同

海階道成郵にに

道会小

よ。。

小議樽年にじじ

市木月る

樽室土７

のた奥木 示 類っ市土 を

出き１業 場

提と沢現 す

画

、目企

先は所丁所

審

海結１務

な郵北査番総

を総

れ番道果号部

け便

な樽申務

ば号小
土請課 ら

時方 すか

とるのの うす

、の

はか

者う期法

るど
審平申
書

か査成請

らを
申年類

を め

でし月提

ま請６の

付
す落 た －

る札 予

。者 定 －

と 価

す 格
限 線。 制 内る の

二 の

五 範

沢現 札 の、奥木

で
内

囲

丁所 証 積令１業 保 見政

目企 金 も第

っ

画 を た
約１務 付の 契番総 納条

び 額総 る及 金号部 す７

と財務 こ

場

税規 費。務 消課

奥郵現

、

１に所は

沢送業日合
着

目る画後必

丁よ企午

場総１

番合務時）

１は部
）

北便課

郵務

号、総分

に

な－木者

小
道号

海番

現 い

業通 。

総。

海画る

北企す

所知

課

奥務

市総

樽部

小務

道

け日先

にな１出

丁
１

沢

示

るばら指

めれかの

定

な６よ

こら月に

とな７

成

よ。ま作

にい日り

ろ

た

、し

りで

を
格

価
の

低
最

ウ請

の申

相第 等則

当
含ら

をか

額条

樽
土－

木
現

目

所北

業

提

エを

び類

及書

号
１
番

げし

掲出

に



北

次 海

の 道

と 函

お 館

り 土

一 木

般 現

競 業

争 所

北 海

．． ．

道 公 報

エオカキ

約本のの細

契日ここ詳

及札札、

の語入入は

所

び執札 在続び及の入

手
に日

第

イウ

落者約名

る入ぞ業契

す
金が消札でに

。札道れ
税とるす

額交費者あ関

にに等なかる

等換

号

そ各
ア

平開号

成札に
十の掲
三の時げ
年にる
六お入

入 告

札 示 道

第

函以 １

下 号 館
土入

札 木」
と 現

い

業う
。 所

い国約は明

お本契行説

貨、公に

地て通は、書

電す達する

用調開よ

使

。

便海話る手る。

郵北
号小号語の

番道番言続

樽及停

び止 土

通等

現貨が － －木

当た申務

係よ相っを事
担

消取額者しを称

るり
す含、る当

費得をは出
る海

等るめ落こす北

税

額決。組道

の物た札と
の樽

扱のと定織小

取品

木

格る速名土

い価す後

びとか及現

及こや称

月い札

一て及

日

こ
、 他び

定告
規公

にの

金

る定
すに

曜

格る
資め

日

有札
を入

）
を 告

実

示施
す
る
。

有 業－ 所り
得 北企

る

部線 小務内 道総。

海画
樽
市総

目
丁
１
沢課
奥務

企

が消所所

道。にび業

に等総

換税地画

交費在
務

渡税総

き課部

引の務

あ

ので

品者

物業課

す事

る
いす

な関
しに

格る

価

反 入違 たに し件 の条
者

は 規札 務入 財た 、し 札

海海札入

契北北入

イア

函函行

条 査道道執

約 審
行館館の札 項 を

ア

るど
者う

請 の のはか申申申 条 こ

審書 請請 ５ 入、の

札

号
１
番

る件

次明い条

アイウエ
た該こ付

の平道当し当

行物者調と一

い成が該

ず

はか

れ年う品で達を般

１
れ事

そ税

、免
調納納札

入入

アイウエ

を参 に達結達に

札調凍

則

す止す加 付入入 を防

無 第、
効

適成

おの平

な定
協

条と

、
こ用

を 札け月

入受６

のを年

場 た美木所 示 っ市土場

き４業び 場
と原現及 す

、目企時

は所丁所日所
室

北査番総北札

審６画
務海 海結
道果号部道

館申務館送

函を総函郵

はか査類 の

土請課市に

申提 の 、らをの ２のの

先 定 方ま請出 規時方 地
よ 治にな に 自でし期法

めれ平申な郵 る 法定け

件
行るば成請け便 条
施

書れ番 令とな
こら年類ば号 付
昭ろな６のな 一
般 和にい月提ら

明争

に北指調あ物証競

こにし入

も海名達る品

争はと関た札

該道競又

す示入こ。し者参

当告

迅あ資

る第札れ、で加

にと こ

なこの

と号関同速る格

規るのアと審

。にす等

す名似タ

定指類フ。査

る

する剤るす

るを品ー

品布品者 る期場 物散物

のの日所必

等車等に 事
項

北資

称式様な

名湿仕要

等平 及

成海格 び

道 数

館 、 量入年函 級
札

。日

にる１

輪説月土 ４

、
は
達

調
る
係

月
４
年

４場

現に原る

木者美よ

企す目は

所知丁合

業通

便

総。番郵

画る６、

務
務北

総号

部号番

課海
道－

よ。１出な－ 競

渡

争 年り日先い

入 政、かの。

ら指 札

に海 あ
第の７示北 で

令

ウ月
日り函 の
号及６よ道 る

市 、
以エま作館 で

。び
掲し美 入

下にで成

令る申４ に
政げた原 札

ー

物停等サ

」資請丁 参

れるス

のさ係ビ

品止に

ン

のい当メ

入て相・

購
こ納ナ

格いのテ

資な数

の

す。実ス

有と入ン

を

木

とが制

こ等体

る績

北明
） 道に業 動 海書日現 駆

土。雲 １ 館る八

函よ所

山
長
所

業所

現張

木出 台

成
作

で
ュ

シ
ケ

ラ
マ

日

二さ

六

府
政

た
れ

島 加

入函
舎道

庁海
同北

合

よ
いを類６ し
と格書目

う
う有を番

。す提

が

第すかし

）る出号 と をれ

とさ

こ備

る整

。あ

す
関

に
達
調

之
孝

本

証て る



ウ

平 す切係分業契

成 る るりの落者約

十 札でに 課 額捨

三 者あ関 に 税 をて

年 相 事 加たとるす

六 業 算金なかる

北 海

アイ

約開号る入

契要そ各す

の札 掲金 書札に。札落

に定 る等 の時決 げ額 作

おに 入に

成

道 公 報

交交て

入落財っ

アイも
則 明札 者規 説入

札務 札

第 書の 付付

の有 決

交効

第

る

入税入和め

エアイ

開入札入
証北こ

札以札 札保年と

保証 参金海ろ 札下保 に
し納規よ

金 消 加を道に

の 費

号

当

札札

入開

イウ

月 す 者 し額っを事

一 る で た）た申務

日

は出担 金 あ 金を者しを

を か っ、る当 額 る 額も

札とる 入 免 当て落こす

札 税 該落

金

価定織 書 事 金札決。組

に 業 額

曜

１と速名 記 者 に格後の

載 で

日

未るか及 す あ 円すや称

及る 要い当 札係 の

る る

こ費

、っ 否他び消

てた
て

告の

規、 公等

には の税

る書 定扱

す札 に取

定入

を載 入
格記 る

資に めい

第 付な 条 定 場方

有さ 札

項 関所法法札 １ に入 方

北電アる 規 る限 の すに
に

項海海話の。 定 事北
函号所し よ

道道番場）

館館でた り

函

交者 定 市土

付を め

原現す落 た － 美木

第。

納 税 よ付則る 証 日

付 等 うす
の 」 時金とる

除 い ると。
免 と すこ号

。 には下

う、 イ者。以
付 ） 同、

納
法 当 。の務

方 相 じそ財

見」
、 を の則
は 額 者規

館平ア

時所

日場

政 含

送同

土成郵に

木
月る

業７よ。

現年にじ
場

所
企

所 こ か 満のにび

画日合

問 端、費在 と を ので消

ず が札等

わ 数入税地 。

加税 見 る参課 、 あにの

っ はる業 も きす事 積 と
、あ 契 そはで た 、者者

た 関
しれ に

端消る 約 の

のに 条
者額 る

い金 す
な

反 入金 違 た該 に し当 件
た 、の し 札額

財入

る札 予

はの 規札分 務

丁所。者 定 － ４業

と 価 目企

す 格

務。 制 内 番総る の

６画
線

の

号部限

総

範 務

令 む 積と

低
最

で
内

課囲

） っう
第 。 もい

の た。

契） 条

約第 の
７ 分 金

及 の

か び ５条 額

道 当第 費海 相ら 消北 に
税

財 す 及

必

務午、

総は

び条 務 る

務時）

総１着

部後
課

金税免 額 数費か 金

）分

額等税 の

事 をに

イ

１除交ダら達

クーか調
を

交
契グ台にす

換 換台雪１

無に 第、５ 則

相 効

ア

条と当

ロ交除ロ交除除

調リリ
ト

換 換 をー雪ー雪雪

達

を
格

価
の

契 すタ車タ車

２

．．入
札
に
付

の 上
方で 則 以
地ま 規 額
消
費の昭定

．

エオカキ

契日ここ詳

約本のの細

の語入入は

手及札札、契

名所

レつる 約 約

い物 ー 級に に

て品 、よ よダ

級 り りは等
、の ×） 除 除

そ仕 、を 雪 雪

級当 グ ドれ様

レ 、該 ーぞ等
れ ー シ契 ザ

の

１ッの 付入入

ダ ーャ約
と説 台 台タ相 ）札札

１

るリ１リ１ラ

契

ー手 を

に に 物除台除台ッ

約 約

よ よ 品雪雪ク

車り り 等車

ロ ロ の

ー ー 名級

タ 称、 タ

リ 及リ

び× 除除級 数雪雪、 級） 量車車 ）級を １ 級を）当 １
台 台 ）当該

す
る
事
項

続び及の入

に日び執札

お本契行説

い国約は明

て通は、書

使貨、公に

用調開よ

す達する

る手る。

言続。

語の

及停

び止

便海話

北郵北電

称地
在

館

函号函号

道番道番

海
館

土 土

９ブ方 当す明

レか 該る書

級

調 約よ ）級 ーら 契。に
。 契を 付達 のる を） ド

方 の約る 手 約契 ）す 相

相 台 か 相の １。

二 ら 手

七

供

す 供に

達 に方

調 方手

る し

該契付 １契１約） 台約台の
方１ ）） 相手

級級 の相

から

契契 方か台 をを 手
相相 調達

のの ら調

約約

る。

方方 する

手手 達す

にに

通等

貨が
有
り
得
る
。

現－ 木－木

現

業－ 業
所所

企北企

務函務内 総道総

画海画

部館部線

総市総

務美務

除、

。し 、

丁
４
課原課

供 。

ッレ

ラグ

ト雪

雪除

タ

ーー

ロロ

、、

しし

供
タ

番
６

目
号



海海札入入

北北入
アイ

館の札札 函函行

道道執

美木所

市土場

館

北 海

契
イ

条 る申申申査
約 げ審

掲

を 格書行 請請項 資請を

有のた示 のの を類っ

道 公 報

こ札

明い条入

イウエア

該こ付に

道当し当る件

物者調と一参
の が該た

札 う品で達を般加
入 行

争よ
は 指調あ物証競し
、 名達る品明

第

入次

エア

北北北にい成

納札の平

北
海海海海参ず
に北

道道道道加れ年 入

館館るも海

函函函函す

館館

号

ウ
平納
成
十

入 三
年
六

４業び

原現及場日 平平

６画
目企時

丁所日所時

番総北札館平

務海室土成郵
送 号部道木
送業７よ

総函郵現年に
場

課市に所月る

務館
美よ企

方 す提とす

原る画日合

期法先は所

る出き場 時
申な郵北査

う審

ど、

か

果

の成請け便海結

か平
書れ番道 審

な館申

査年類ば号函を

を６の

土請 申月提ら

現に

請１出な－木者

し日先い

札と
政 競又こにし入う

し者参す
令 争はと関た

札れ、で加る
第 入こ。

にと迅あ資者

の、 の 関同速る格は 条
５ す等なこ
フ。査か の

るのアと審
の

名似タら ２

指類

で 定

停等サま 規

を品ー

土土土者該道 場

止にー

す示

木木木木に当告

土

業要る第

所現現現現必

業業業

所所所所なこ
格。に

奥事八江資と号
定

出第出出規

尻業雲差

る

所課所所す

張一張張

台台台台品

１１１１物

期 月成成

一
日日年年

月月
日日

金

曜

日

必

丁合務午、

４場総は
）

６、総１着

目は部後

番郵務時

便課

北
号
号番）分

海
道－
渡
島

業通

合

なかの。

７示北企す

けら指所知

道総。

ば月に海画る

れ

館部

ら日り函務

な６よ

美務

いで成市総

なま作

目

請丁

申４

た原課

。し

定 よ

さ係ビに に

類６

書

る 条

て相・め る

れるス

こ 付

な数ンと 件

い当メ

に 般

こ納ナろ 一

いのテ

り 争

。実スよ 競

と入ン

札

等体、 入

績の

る整ウ あ

あがの で

が制

る
す
有
を
格
資

の
入

購
の

函
舎道
庁海
同北

。
と
こ

エオカ

入

名所約本のの

契日ここ

を番

手及札札

の語入入

提
イウ

し
出号

者約

号る入ぞ業契

各す

消札でに

に。札道れ落

げ額交費者あ関

掲金が

でエ

とさび の

こ備及 る

証て、に

をれ

開

落財っ契要そ

イもア

者書 規札 入

札約 務 交て

の作 付則の 札

札交

む第入

アイア

入。入

説
付 ま にの保明 条 札）札
証書 参

及の

札札
札

開開
入

ウエ

本契行

に日び執 在続び

地て通は、

い国約は

お

達す

用調開

使貨、公

称

海話る手る

北郵北電す

の

道番道番言続。

海便
館館及停

函号函号語
び止 土 土

なかる

る等換税とるす

係よ相っを事

入にに等

しを

及るり当た申務

札

得をは出担

び消取額者

す

の税す含、る当

こ費

た札とる

公等るめ落こ

に取品額決。組

告の物
価す後の

定扱のと定織

の 第時
る格る速名

めい

に 有 決成
効

方要 第い な 条 定の 方お

項、 法法札否他 １て 入
に

の。 定規 アる 規に 限 の
りる 所し よす 場） に定

で

格 交者 定資 でた

金の
付 の定場 しの交 分の 加

所 にる う付に ５め よ納
当こ す免す 相と との関

、事北北電 すろ る除る
よ は納項海海話 るに 者

函号 以る 、付道道番 額
の法館館 上。 そ方函

の 者は市土

アイ
所時金

証 場日
保

入通等

。。
じじ

同同
にに

現貨が － 木－木

現

有 業－ 業
所所り
得 企北企

る

函務内 総道総。

画海画

部館部線 務
総市総

務美務

入及こや称

丁
４

課原課

に道。にび

札びとか及

税地

す交費在

関が消所

き課

件引の

条に等

る換

し物業

反す事

違渡税

に
を 付を め

入ので

た品者

者 定し る札 予有 す落 た
る の者 す 格い と 価な 。

札 範入 のた 限し 。 制の

で財 内、 囲

見政原現 札－ の、美木

保
も第丁所 証－ 積令４業

金目企 っを６画
務 付の内 契番総 納条 た

線 約
る及 金号部 す７

額総 こび務 と財

税規 費。務 消課

二
八

番
６

目

、はか

は格る

札価あ

号

務
とれ事

効そ税

無、免 価第 の則 低規 最
格

相第 等則

を条

当
含ら

をか

額条



入次

イウエアイ

平 調納納札の平道

成 達にい成が

十 行 を参ず 入入三 す加れ年う

年 るすに北指

六 物るも海名

北 海

協１

成入

のおの平ア

次な定

調凍

と、適

札 おこ用
６を防 に りのを年達結

般札け月す止 付

一入受
日物散

す 競にる１る剤

争係。

道 公 報

海
北
道 ．

帯
広
土
木
現
業
所

第

．

号

キ

．

詳
細
は
、
入

期場 札

月 品者該道競

一 等に当告争

日

る第札

の日所必す示入
に

仕要

様なこ
。にす

等平北資と号関

成海格

金 道規る

入年帯定指

曜 広す名 札
説月土るを

日 木物停 明

入る品布 る

書日現品止

達項の

札調等車 事

下、称式

以は名湿
及
び 入

と月、 」４量級 札年数
４
輪 い

動 。マ海駆 う日北

告
示 道

第

帯２
号 広

土
木
現
業
所

説
明
書
に
よ
る
。

入て

よ所購れ

に業のさ
い

出資な

。寄のい

る足

る
す。
有と

所をこ

張格

をケ帯） ）ラ道

。
と
こ

で木台 施ュ土１ 実シ広
長

さ所

。成業

る作現

す
達
調井

府
政高

た
れ

告
示

る札交

税入和め入

イア

札入
証北こ明

以札 保年と説

修

関
に

金海ろ書付 下保

る
す

札

入開開入
入

イウエア
参 札札札に

札

契北北入

イア

査道道執

約 審海海札入
の札 項 請を帯帯行

条 申
書行広広

ア

るど 条

者う

の 付のはか申申 条 件こ

審請請 ５ 一入、の

当し当る

明い

ウエ

般札 達を

物者調と

該た該こ

証 品で

納規よ交

金 消を道にの
に

納 税付則る付場 の 費

関所

付 等す第。

の 」る
除 いと。る

免 とこ号す

。下項海

う、 。以事北

付 ）道

納
規市

法 当務広

方 相財帯

よ 証 日場日し
加 保

は 額

イ者
る

す

時所時金と
う

所道平ア
同同、

会帯成郵にには

送 議広

。。の

室土年にじじそ

木７よ

っ市土場 を

郵現月る者

及 す場 のた東木所 示 類
出き条業び 場

提と３現
３企時

先は所南所日所

郵北査目総北

審丁画

、
果番部道

便海結１務海

務広

号帯を地総帯

番道
広申
土請課市

らを ２のの 競はか査 の

申 の 争、
定 札方ま請 規時方 入地
治にな に 参自でし期法
平申な る 資法定け よ 加

るば成請け 条

格施めれ

書れ 件

の行
審令とな

査こら年類ば 付

提ら 般
昭ろな６のな 一

品明

調あ物証

和にい月

はと関た

又こにし

達る
と迅あ

れ、で

こ。し者
。

のアと

等なこ

同速る

、 を則東

品ー

似タ

類フ

い南

令 むと条

政 含」３

）う３

第 。
の。丁

）目 条
第１ の

番 ７ 分

二 地 及 の

条九

当第 海 相ら 北 にか び ５

場の

道

送業

も

よ企は積

に所日合見
た

場総後必っ

る画午、

約

は部時）契

合務１着

、総
番管
便課額

郵務分金

係費

号財消

）税

現に財３

－木者管東

業通係条

画る丁

北企す３

所知南

部番

帯務１

道総。目

海

海

３課北

東務
市総地

広

。１出な 競

南財道

条管

よ

かの。 入
年り日先い 争

ら指 札
政、

示 で
令
第の
ウ日に あ
。びでり の
号及まよ る

し 入
下に成 、
以エ作 で
掲

請 参
令る申 に

政げた 札

るス

係ビ

にー

等サ

」資

納ナ

のテ

数ン

当メ

相・

が制

等体

績の

実ス

入ン

財 す
上

で 則 以

ま 規 額

条 務 る

の

の昭定

び

－及
地

丁広

３係帯
海費

北消
方

書 加

地業

番現

１木

目土 う有を よ
いを類 し

と格
かし

）る出 と
。す提 う とさ

こ備

る整

あが

第す 証て

をれ



．．

オカキ

ここ詳

のの細

入入は

札札、

及の入

び執札

北 海

ウエ

者約名所約本

業契契日
続び

あ関手及

でにの語

かるに日 在 るす

道 公 報

イ

りの落

る入す切係分

す

札

る 。札落る

課 札 金額捨

者

等加たと に 税 決 額をて
業 に に算金な 相 事 定

第

号

落財っ契要そ各

もア

書 規札 入に

札約 務て開

第時げ の作

則の 札掲 者

のに 有る 決成
効入 お

号

イ

平交

成
十

付 三
年
六

契行説

約は明

は、書

、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
等
が

て通

申務い国

を事お本

当用

出担使貨

しを称地

話る

こす北郵北電す

る

道番道番言

とる海便海
広及

織帯号帯号語

。組
の広

び 土 名土

通

現貨 － 称木－木

及現

）た す 者 当 係し額っ 当

っ 消金を者 る で た るた

、 額 る て 費額もは 金 あ
を か は 税っ
該落札 入 免 、 等当て落

事 札 取金札決 札 税 入 の

格後 に 業 書 扱額価定 書
で 記１と速 記 者 に いに
未るか す あ 載円すや 載

第い な札 条 定の

る る さ

札否他び １て 入及 方要
にこ 項、 法

告 定規 る公 規に 限の の

る し定 よす ）に に定 。

入 め格 者る 定資 ため り

方

有 落札 たを を

月
一
日

海話の

北電ア
法

金

帯号所

道番場

曜広で
交 土

日付

現す － 木

有
り
得
る
。

業－ び業
所所所

在企北企
帯務内 総道総

地画海画

部広部線 務
総市総

務東務
係

財南財

管条管

課３課

消 こ か れ満のに

丁
係３

問 金端、費 と を たので

にが札等

わ 額数入税 。

該る参課 、 当あにの ず

額きす事 積 金と加税 見

、者者 っ のはる業 も
た そはで

端消る の約 の、あ 分契

す 価な 者関 定し 札に 予

の る条 の者 する 格い と

入違 のたに 限し 。件 制
で財た 内、し 囲札反 範

る

は 低規札 最務入

所。 － 業
企

部線 務内 総
画

総
務

係
財
管
課

こ札

明い条入

イウエア

該こ付に

道当し当る件

物者調と一参
の が該た

目

う品で達を般加
入 行

地
番
１

入次

イウエア
い成

調か調納納札の平

達ら達に

を参ず す

５金

るにす加れ年 入入

相の 金税免 に額 数費か

額等税
事 当をに

交除ロ交除除交

リリに

ト

し 換換換 雪ー雪雪

供

無 価第、 の則

契 車タ車

効 格
２

を条と

ア
調ー

入
札
達ロ交タロ に換 をーリー

付契 すタ除タ

．

よ
は 指調あ物証競し

札

し入う
、 名達る品明争

と関た札と
政 競又こに

入こ。し者参す
令 争は
札れ、で加る
第

にと迅あ資者

の、 の 関同速る格は 条
５ す等なこ
フ。査か の

るのアと審
の

名似タら ２

指類

海

。つるすに北
を品ー

品者該道 期場 い物るも

所必す示

は等に当告

て
そ仕要る第

、の日

れ様なこ
格。に

ぞ等平北資と号

道規

れ成海

の

広す

入入年帯定

札札

リラ

、 契契

と説月土る

除 約約約 ２

ッ雪 ににに 台除

クト よよよ 雪
車ラ りりり
ッ ロロ除

ーー雪 級ク
グ 、 タタ級レ リリ）×ー級 １ 級 除除

ダ ） 雪雪、、 台２ 級を 車車 を

台× ）当 ２当
該 台該

約 るリ雪リ す

に 物除車除 るよ 品雪１雪

事り 等車台車

ロ 項の

ー 名

タ 称

リ 及

除 び

雪 数
量車
１ 級級 台 ））

止にーで 定

停等サま 規

れるス定 よ

さ係ビに に

い当メる 条

て相・め る

いのテこ 付

な数ンと 件

と入ンに 般

こ納ナろ 一
入

績のり 争

。実スよ 競
札

等体、

木物

が制

す明

購

。に業の

る書日現品

定資

。指の

るが入

よ所

こ
る

所す

場有

るを

す格
と

、 契契付 約１約 級

の）級 台の ）

相
）台手台付 手
級相 １１

か台 をを方、） 方２

契契か２

ら 約約台 ら
相当 達 達級 ののを 調 調

る る台 手手該 す す１ 相

を にに約 。 。） 方方契

） １
級 １台
） 台を

台台 約
１２ 契

）該
級当

相か
の方

約手
契相

をの
手ら

三
〇

及 る

る整ウ あ

あがの で

をれでエ

とさび の

こ備

相
契 供供の。

証て、に

ロロ方
の 、、手

約 しし

調

タタ方ら
手 ーーか

相

ロ
、。 しる 供す に達 方



落財っ契要そ

もア

平 札約 務て開

成

者書 規札 入

十 則の 札

三 の 第時 の作

年 に 有 決成

六 効お

北 海

札交交

む第入

イアイ

。入

説
書付付 ま の保明 条 ）札
証で 金の

の交 分の

道 公 報

札

入開開入
入

イウエア
し

加 保参 札札札に
札

第

契北北入

イア

査道道執

約 審海海札入
の札 項 請を帯帯行

条 申
類っ市土場 を 書行広広

のた東木所 示

号

を
格請請

資
る申申

げ
掲

条 定の 有のの

月

方要 第い な

一

１て 入

日

に 項、 法札否他

に定 。 定規 る 規に 限 の

金

りる し よす ）

曜

め格 者 定資 た

日

付 の定場方

有 落 たを を

関所法 にる 付に ５め 納
ろ 除る 当こ 免す 相と の

の るに 、事北北電ア す

道番場 額よ 納項海海話

。 方帯帯号所 以る 付道

法広広で 上

交 のは市土

付 入
政３現す 札－ 、東木

時金と
う

よ 証 日場日

保

所道平アイ者
る

す

時所
同同、

会帯成郵にには

送 議広

。。の

室土年にじじそ

木７よ
場の

郵現月る者

送業

３現及 す場
に所日合見

日所

出き条業び 場

提と

画

、３企時

先は所南所
務海

郵北査目総北

審丁

番道果番部道

便海結１

広申務広

号帯を地総帯

土請課市

現に財３

－木者管東

な

う
ど

か期法

る
時方 す

書れ

の成請け

か平申

審

提ら

を６のな

査年類ば

し日先い

請１出な

申月

格い と 価な 者 定し 札 予

た 限し 。 制の る の者 す

務 で財 内、 囲札 範入 の

る

低規 最

第南所。 証－ 令条業

金３企 を丁画
線 １務 付の内 目総 納条
る及番部 す７

地総 こび務
係 則財 規管 。務課 と財

る画午、も

よ企は積

第

合務１着た

場総後必っ
約

は部時）契

、総
番管
便課額

郵務分金

係費

号財消

）税
相

－等

業通係条

画る丁

北企す３

所知南

部番

帯務１

道総。目

海

海

３課北

東務
市総地

広
丁広

３係帯

南財道

条管

示

けら指

なかの。

れ

作

らでり

なまよ

ば日に
類
書
請
申
た

。し

い成

な

価第 の則

格
を条

．

ら
か
条

．

当

海含

北を
額

エオカキ

．

契日ここ詳

約本のの細

の語入入は

現

１木

目土
手及札札、

ウ

地業

番

に

れ落者約名所

ぞ業契

出
提
を

費者あ関

消札で

イ
し

が

に。札道

号る入

各す
げ額交

掲金

道

公

安

委

員

続び及の入

に日び執札

お本契行説

い国約は明

て通は、書

使貨、公に

用調開よ

す達する

る手る。

言続。

語の

及停

び止

事

等なかる在 税とるす
を称地

当た申務

相っを
、る当

をは出担

額者し

話

め落こす北郵北電

含

番道番

た札とる海便海

織帯号帯号

額決。組道

す後の広広

と定

土 る速名土

り

札係よ

入にに

る等換
税す

こ費得

び消取

及る

に取品

告の物

公等る

の
る格

めい価

定扱の

会

規

則

三
一

通等

貨が
有
り
得
る
。

現－ こや称木－木

とか及現

業－ 。にび業

消所所所

費在企北企
内 等総道総

税地画海画

課部広部線 の務帯務

税総東総

事務３務
３財

者管南管

業課条課

関が

に道

札び

入及

で財

にき

件引

条に

る換

す交

入の

た品

し物

反す

違渡

免番

か１

る目

あ係丁係

、

、は

は格

札価

事
税地

とれ

効そ

無



第第

し ７ 項のよ ６

苦 条 の例ら方 条

公方の

第規にな面情

法
道定よい

公出

条公にりも安面申

と員安が

の安よ、の委

な実す会委あ

２委ら誠

１会いにるに員っ

第員

北 海

第 ２ 第

本意 ５ げに ４

部見 条 道るよ意 条

の道所聴

公もり見のを

と絡聴公在く

法安の連

員認す取安地こ

第委

包が

条会める）委をと

場の会括で

のはたも員

２、

道 公 報

第第

に ３ にすい ２

必通 条 よるて措 条

状警なの

る。は置要知

だ調況察調方

北苦た、

道のし査の本査法

海情

び）

警申、及報部及等

措）は措

察出定び告長

本が型

第

北第

１う行 １ 海

趣。に申 条 道

苦旨）つ出

項

公

情）又いに

の

安

のはて係

規 こ

委

申方のる

定 の

員

出面苦報

に 規

会

の公情告 よ 則

規

処安の） る は

則

号

の成
情平

苦
平申
成出年
十の６
三処月

年理１

六

項は苦対こ対会た

及日

、き

の、情応とすはと

で苦当は

規職のすがる

出もき情該、

定員申る

よ職がのるの方法

にの
ら務あと。申面第

な執っす出の

。員の

い行たる）職条
第

情つきたの２

苦にと
て、し務２

のいはだ職

るる

第法合とはすき
申

、る法方。

２第はす、

項

を

の条申。第面

規の出

に第にのく

定２者条除

る項し第面

よ１対２方

知規処項係

通の、１に

、にの規も

は定理のる

にの前の

部あ的置、置

た処状条状

長っ
がと規を

以と理況の況

は可併定道

下き
なてよ安

警、能せに公
報員

本や苦報り委

察速
長にのす告会

部か情告
出こた報

」、申るしに

理委申 苦 、

とそ

第

及員出 情 警
察

び会の の 号

通に処 申 法
和 にす及 そ 昭 知対理 出

関るび の
法 る海知 の

年 す北通 他
第海 則警関

律 規北道に

道察し

公の必

月び

一通

日

る
す

関
に

知

金

則
規

曜

こ
を

日

出、同、執項

に海

こ北

第出に規

）道条申行の

項にいに

安２者つ定

公
規す、づ

員の対て基

委
に通該処

に定る当く

会
づの面及

し基知方理

対
処法安通

第く方公び

法

郵よ結定の

条理は委知

又苦をよあ

送る果にで

手の知苦と

は情通るる

し出なのは

渡申し情き

よ同旨出当

にがい申、

行第口内方

り条をの該

も項そが公

う２頭容面

の又と苦告

の第の北安

でのる

う内はが情す

い

の

）をちき申も

。容直
公処。にと

は道にる出

委がいる

法安理つす

、
員必て。

第

苦理

のにな処

条会要、

１すの結

第告情の

２報

事 以委員な 。安職要 号
員
下を 会以項 下
法以定

」も い

員る と下職め 」
）安
いと 。公との う道

員
。る 第委
うす

る委

す安

布公

公道

）。

員の

田
潮

長
員
委
会

。員

にに

２び文会例

の及、
５６

１知に対よ

第通書
４

講 提講
講 を受

通受受携

るみの手 す込
付 出申

受

す号の道員

と１他海委

。掲法察の

るに方警会

２３

受講 講 習 講受

エオ講受
者 習 申了望 申 講希 修

定

に通

のも出の

項る申果

１
定とつ知

規の
施講講実 施実

実アイウ
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